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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建築壁体基材；
前記建築壁体基材の一部に適用される耐水バリア層；
反対側に面している表面を有する断熱層；
前記耐水バリア層と前記断熱層の間に配置される、前記断熱層を前記建築壁体基材に接着
させる水透過性接着剤層；および
前記断熱層の外側に面した表面の少なくとも一部に適用される外装仕上げ材料を有する建
築壁体であって、
前記水透過性接着剤層は、
少なくとも１つのセメント質用材成分、ポリマー成分及び少なくとも１つの骨材成分を有
するポリマー改質セメント質接着剤を有するか、又は
ポリマー成分及び少なくとも１つの骨材成分を有するポリマー接着剤を有し、
前記ポリマー改質セメント質接着剤中のポリマー成分はアクリル系ポリマー分散液であり
、かつ骨材成分は、熱可塑性ポリウレタンビーズを含み、
前記ポリマー接着剤中のポリマー成分はポリオールおよびイソシアネートから製造される
プレポリマー又はポリウレタンであり、かつ骨材成分は熱可塑性ポリウレタンまたはポリ
スチレンビーズを含む、前記建築壁体。
【請求項２】
　前記耐水バリア層は、液体塗布型コーティングを有する、請求項１に記載の建築壁体。
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【請求項３】
　前記液体塗布型コーティングが、ポリマーコーティングを有する、請求項２に記載の建
築壁体。
【請求項４】
　前記液体塗布型コーティングは、ポリマー含有セメント質コーティングを有する、請求
項２に記載の建築壁体。
【請求項５】
　前記液体塗布型コーティングは、繊維強化されたポリマーコーティングを有する、請求
項２に記載の建築壁体。
【請求項６】
　前記建築壁体基材は、木製フレーム、金属フレーム、合板シージング、セメントボード
、石膏ボード、延伸ストランドボード、ウェハボード、ファイバーボード、打設コンクリ
ート壁体、コンクリートブロックおよびそれらの組み合わせからなる群から選択される、
請求項１に記載の建築壁体。
【請求項７】
　前記断熱層は、ポリマーボードを有する、請求項１に記載の建築壁体。
【請求項８】
　前記ポリマーボードは、硬質の発泡ポリスチレンボードを有する、請求項７に記載の建
築壁体。
【請求項９】
　前記水透過性接着剤層は、３２～７０質量％の少なくとも１つのセメント質用材成分、
５～３０質量％のポリマー成分、０．３～３２質量％の少なくとも１つの骨材成分、０～
１５質量％の他の添加剤および０～３０質量％の水を有するポリマー改質セメント質接着
剤を有する、請求項１に記載の建築壁体。
【請求項１０】
　前記水透過性接着剤層は、４０～９０質量％のポリマー成分、０．２～４５質量％の少
なくとも１つの骨材成分および０～１５質量％の他の添加剤を有するポリマー接着剤を有
する、請求項１に記載の建築壁体。
【請求項１１】
　前記外装仕上げ材は、湿式外断熱システムを有する、請求項１に記載の建築壁体。
【請求項１２】
　前記湿式外断熱システムは、少なくとも１つのベースコート層、補強層および少なくと
も１つのフィニッシュコート層を有する、請求項１１に記載の建築壁体。
【請求項１３】
　前記ベースコートは、セメント質ベースコート、ポリマーベースコートおよびポリマー
改質セメント質ベースコートから選択される、請求項１２に記載の建築壁体。
【請求項１４】
　前記補強層は、補強織物および補強メッシュからなる群から選択される、請求項１２に
記載の建築壁体。
【請求項１５】
　前記補強メッシュは、ガラスファイバーの織物メッシュを有する、請求項１４に記載の
建築壁体。
【請求項１６】
　前記フィニッシュコートは、セメント質フィニッシュコート、ポリマーベースフィニッ
シュコートおよびポリマー改質セメント質フィニッシュコートからなる群から選択される
、請求項１２に記載の建築壁体。
【請求項１７】
　反対側に面している表面を有する断熱層；
前記断熱層の前記反対側に面している表面の１つと隣接した水透過性接着剤；および
前記断熱層のその反対側の表面に適用される外装仕上げ材料を有する建築壁体のための外
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装仕上げシステムであって、
前記水透過性接着剤層は、
少なくとも１つのセメント質用材成分、ポリマー成分及び少なくとも１つの骨材成分を有
するポリマー改質セメント質接着剤を有するか、又は
ポリマー成分及び少なくとも１つの骨材成分を有するポリマー接着剤を有し、
前記ポリマー改質セメント質接着剤中のポリマー成分はアクリル系ポリマー分散液であり
、かつ骨材成分は、熱可塑性ポリウレタンビーズを含み、
前記ポリマー接着剤中のポリマー成分はポリオールおよびイソシアネートから製造される
プレポリマー又はポリウレタンであり、かつ骨材成分は熱可塑性ポリウレタンまたはポリ
スチレンビーズを含む、前記外装仕上げシステム。
【請求項１８】
　前記断熱層の内側に面した表面に隣接した耐水バリア層を有する、請求項１７に記載の
外装仕上げシステム。
【請求項１９】
　前記耐水バリア層は、液体塗布型コーティングを有する、請求項１８に記載の外装仕上
げシステム。
【請求項２０】
　前記液体塗布型コーティングは、ポリマーコーティングを有する、請求項１９に記載の
外装仕上げシステム。
【請求項２１】
　前記液体塗布型コーティングは、ポリマー含有セメント質コーティングを有する、請求
項１９に記載の外装仕上げシステム。
【請求項２２】
　前記液体塗布型コーティングは、織物強化されたポリマーコーティングを有する、請求
項１９に記載の外装仕上げシステム。
【請求項２３】
　前記断熱層は、ポリマーボードを有する、請求項１７に記載の外装仕上げシステム。
【請求項２４】
　前記ポリマーボードは、実質的に硬質の発泡ポリスチレンボードを有する、請求項２３
に記載の外装仕上げシステム。
【請求項２５】
　前記水透過性接着剤層は、３２～７０質量％の少なくとも１つのセメント質用材成分、
５～３０質量％のポリマー成分、０．３～３２質量％の少なくとも１つの骨材成分、０～
１５質量％の他の添加剤および０～３０質量％の水を有するポリマー改質セメント質接着
剤を有する、請求項１８に記載の外装仕上げシステム。
【請求項２６】
　前記水透過性接着剤層は、４０～９０質量％のポリマー成分、０．２～４５質量％の少
なくとも１つの骨材成分および０～１５質量％の他の添加剤を有するポリマー接着剤を有
する、請求項１８に記載の外装仕上げシステム。
【請求項２７】
　前記外装仕上げ材は、湿式外断熱システムを有する、請求項１８に記載の外装仕上げシ
ステム。
【請求項２８】
　前記湿式外断熱システムは、少なくとも１つのベースコート層、補強層および少なくと
も１つのフィニッシュコート層を有する、請求項２７に記載の外装仕上げシステム。
【請求項２９】
　前記ベースコートは、セメント質ベースコート、ポリマーベースコートおよびポリマー
改質セメント質ベースコートから選択される、請求項２８に記載の外装仕上げシステム。
【請求項３０】
　前記補強層は、補強織物および補強メッシュからなる群から選択される、請求項２８に
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記載の外装仕上げシステム。
【請求項３１】
　前記補強メッシュは、ガラスファイバーの織物メッシュを有する、請求項３０に記載の
外装仕上げシステム。
【請求項３２】
　前記フィニッシュコートは、セメント質フィニッシュコート、ポリマーベースフィニッ
シュコートおよびポリマー改質セメント質フィニッシュコートからなる群から選択される
、請求項２８に記載の外装仕上げシステム。
【請求項３３】
　建築壁体基材または耐水バリア層の１つの表面ならびに断熱層の１つの表面との間に水
透過性接着剤を適用する工程；
前記断熱層と前記建築壁体基材とを、それらの間に配置される前記接着剤を用いて接着す
る工程；および
前記断熱層の外側に面した表面の少なくとも一部に外装仕上げ材料を適用する工程
を有する建造物を仕上げる方法であって、
前記水透過性接着剤層は、
少なくとも１つのセメント質用材成分、ポリマー成分及び少なくとも１つの骨材成分を有
するポリマー改質セメント質接着剤を有するか、又は
ポリマー成分及び少なくとも１つの骨材成分を有するポリマー接着剤を有し、
前記ポリマー改質セメント質接着剤中のポリマー成分はアクリル系ポリマー分散液であり
、かつ骨材成分は、熱可塑性ポリウレタンビーズを含み、
前記ポリマー接着剤中のポリマー成分はポリオールおよびイソシアネートから製造される
プレポリマー又はポリウレタンであり、かつ骨材成分は熱可塑性ポリウレタンまたはポリ
スチレンビーズを含む、前記方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、合衆国第３５法典第１１１条（ｂ）に基づき、２０１０年２月１５日に提出
された米国特許仮出願第６１／３０４６１１号明細書の出願日の利益を請求し、それは参
照をもって本明細書に開示されたものとする。
【０００２】
　技術分野
　建造物の表面に適用するための仕上げシステムが開示される。また、その仕上げシステ
ムを取り入れた建造物および該仕上げシステムを使用して建造物を組み立てる方法が開示
される。仕上げシステムは、建築壁体基材または建築基材に適用される耐水バリアに対し
て仕上げシステムの特定の構成要素を保護するために使用される水透過性接着剤層を含む
。
【０００３】
　背景
　建築物の壁体を作るための近年の技術は、多数の形態を採用し得る。これらの中には、
ツーバイフォー（２×４）枠組構法がある。通常の２×４壁体構築は、木材や金属（例え
ば、鋼）部材を用いた壁体の枠組から始める。これらの木材または鋼材は、典型的には２
’’×４’’の呼称寸法を有し、それ故、"ツーバイフォー"または２×４と呼ばれる。こ
れらの２×４は垂直に配向され、かつ一般的には１６’’または２４’’のどちらかの間
隔で配置され、かつ水平に配向される同様の部材と頂部と底部でそれぞれ連結される。こ
の構造物は、業界において"枠組"壁として呼ばれている。そして、建築壁体基材のシート
、例えば、合板シージングまたは他の材料が、前記枠組壁の外側に適用される。
【０００４】
　耐水バリアは、典型的にはシージングの外側に適用され、次に、外壁仕上げ材または仕
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上げ材がその耐水バリア上に直接適用される。多くの材料が、煉瓦、スタッコ、湿式外断
熱システム（ＥＩＦＳ）、ビニルまたはアルミニウムサイディング、木材などの外壁仕上
材料のために利用され得る。石膏ボードのシートまたは乾式壁体は、典型的には、居住面
積に対して枠組壁の内側に面した表面に適用される。
【０００５】
　湿式外断熱システム（ＥＩＦＳ）は、商業用および居住用建造物の両方で、外壁仕上げ
材または仕上げ材として一般に用いられる。ＥＩＦＳは、建築壁体基材の外表面一面にま
たは予め建築壁体基材一面に適用されている耐水バリアの外表面一面に直接配置されてい
る発泡ポリスチレン（ＥＰＳ）の典型的な硬質の断熱ボードから構成されている。ベース
コート層は、ＥＰＳ断熱ボードに適用されている。強化繊維ガラスメッシュは、実質的に
ベースコート中に組み込まれている。装飾的で保護的なフィニッシュコートは、ベースコ
ートおよび強化繊維ガラスメッシュ一面に適用されている。
【０００６】
　ＥＩＦＳを取り付けている間、建築壁体のシージングに予め適用されている水バリアに
断熱ボードを接着させるために、接着剤が硬質の断熱ボードの背面に適用される。接着剤
材料は、間隔があいた切り欠を有するコテを使用して垂直な帯状パターンにおいてしばし
ば適用される。次いで、断熱ボードは建築壁体シージングと接触され、こうして、垂直な
帯状の接着剤は、付随的な湿分があればそれを建造物外部に向ける排出経路を提供する流
路を形成し、かつＥＩＦＳ断熱ボードを建築壁体シージングに取り付ける。残りのＥＩＦ
Ｓ構成要素（ベースコート、補強メッシュ、フィニッシュコート）はその後の層に適用さ
れる。
【０００７】
　付随的な湿分を指向し、かつ排出するＥＩＦＳの効力は、接着剤および／または断熱材
を導入するために使用される方法によって影響され得る。例えば、垂直な帯状の接着剤が
適切に適用されていない、または断熱材が適切に配置されていない場合、その流路は、意
図通りに、湿分を指向し、排出することができないことがある。
【０００８】
　付随的な水分または湿分が、建物エンベロープを透過すべきである場合、上述の水バリ
アは、そのような水分あるいは他の成分のシージング材料上および壁体中の貫入に対する
付加的な阻害物としてはたらく。水バリアは、湿分を収集しかつそれを建築物の外へ導く
ための表面も有している。仮に、水分が、水バリアを介してシージング材料上に流れてし
まうと、水分は、シージング材料中に液だめとなって残る可能性があり、その結果、シー
ジング材料および基礎建築構造の劣化につながり、修復または取り替えが要求されること
となる。
【０００９】
　また、周囲環境からの湿分は、外壁カバーと耐候バリアとの間で液だめとなる可能性が
ある。この状況において、耐候バリアが十分な空隙、切れ目、間隙などを含んでいる場合
、それが建築物の間に受けたか、または構造の沈下によるものであろうとなかろうと、そ
のようないかなる湿分も、耐候バリア中の開口を介してシージング材料上に入り込む可能
性があり、場合により、上述した有害作用を伴って壁中に入り込む可能性がある。さらに
、そのような液だめとなった湿分は、壁体系構成要素の耐久性および耐用寿命を減少させ
る。
【００１０】
　概要
　反対側に面している表面を有する断熱層；前記断熱層の前記反対側に面している表面の
１つと隣接した水透過性接着剤；および前記断熱層のその反対側に面している表面に適用
される外装仕上げ材料を有する建築壁体のための外装仕上げシステムが開示される。
【００１１】
　さらに、建築壁体基材；前記建築壁体基材に適用される耐水バリア層；反対側に面して
いる表面を有する断熱層；前記耐水バリア層と前記断熱層の間に配置される、前記断熱層
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を前記耐水バリア層に接着させる水透過性接着剤層；および前記断熱層の外側に面した表
面に適用される外装仕上げ材料を有する建築壁体が開示される。
【００１２】
　さらに、建築壁体基材または耐水バリア層の一方の１つの表面ならびに断熱層の１つの
表面との間に水透過性接着剤を適用する工程；前記断熱層と前記建築壁体基材とを、それ
らの間に配置される前記接着剤を用いて接着する工程；および前記断熱層の外側に面した
表面に外装仕上げ材料を適用する工程を有する建造物を仕上げる方法が開示される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、建築壁体の実施形態の拡大した側面図である。
【００１４】
　発明の詳細な説明
　建造物中への使用のための外装仕上げシステムが提供される。外装仕上げシステムは、
反対側に面している主表面を有する断熱層を含む。液体水透過性接着剤材料は、断熱層を
建築壁体基材の外側に面した表面に接着させるために断熱層の反対側に面している主表面
の１つと隣接して配置されている。装飾的で保護的な外装仕上げ材料は、液体水透過性接
着剤に隣接している断熱層の表面と反対側にある断熱層の表面に適用される。液体水透過
性接着剤層の使用は、入り込んだ付随的な水分を排出する手段を外装仕上げシステムまた
は建築壁体に提供する。
【００１５】
　本発明の１つの実施形態において、外装仕上げシステムは、反対側に面している主表面
を有する断熱層を含んでいる。液体水透過性接着剤材料が、断熱層を建築壁体基材の外側
に面した表面に接着させるために断熱層の反対側に面している主表面の１つと隣接して配
置されている。湿式外断熱システムのベースコートが、液体水透過性接着剤に隣接してい
る断熱層の表面の反対側にある断熱層の表面に適用されている。補強メッシュが、ベース
コート中に少なくとも部分的に埋め込まれている。湿式外断熱システムのフィニッシュコ
ート層は、ベースコートおよび補強メッシュ一面に適用されている。
【００１６】
　本発明の１つの実施形態において、湿式外断熱システムは、反対側に面している主表面
を有する断熱層を含んでいる。液体水透過性接着剤材料が、断熱層を建築壁体基材の外側
に面した表面に接着させるために断熱層の反対側に面している主表面の１つと隣接して配
置されている。スタッコラスが、液体水透過性接着剤に隣接している断熱層の表面の反対
側にある断熱層の表面に適用されている。少なくとも１つのスタッコ層が、スタッコラス
に適用されている。
【００１７】
　また、外装仕上げシステムを含む建築壁体が提供される。建築壁体は、建築壁体基材を
含んでいる。耐水バリアが、建築壁体基材の外側に面した表面に適用されている。反対側
に面している主表面を有する断熱層が、液体水透過性接着剤を用いて耐水バリアに接着さ
れている。断熱層を建築壁体基材に接着させるための液体水透過性接着剤は、耐水バリア
で被覆された建築壁体基材の外側に面した表面と断熱層の内側に面した表面との間に配置
されている。１以上の外装仕上げ材料の層を有する装飾的で保護的な外装仕上げが、液体
水透過性接着剤に隣接した断熱層の表面の反対側にある断熱層の表面に適用されている。
【００１８】
　本発明の１つの実施形態において、建築壁体は、建築壁体基材を含んでいる。耐水バリ
アが、建築壁体基材の外側に面した表面に適用されている。建築壁体は、反対側に面して
いる主表面を有する断熱層を含んでいる。液体水透過性接着剤が、断熱層を建築壁体基材
の外側に面した表面に接着させるために断熱層の反対側に面している主表面の１つと隣接
して配置されている。湿式外断熱システムのベースコートが、液体水透過性接着剤に隣接
している断熱層の表面の反対側にある断熱層の表面に適用されている。補強メッシュが、
ベースコート中に少なくとも部分的に埋め込まれている。湿式外断熱システムのフィニッ
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シュコート層は、ベースコートおよび補強メッシュ一面に適用されている。
【００１９】
　本発明の１つの実施形態において、建築壁体は、建築壁体基材を含んでいる。耐水バリ
アが、建築壁体基材の外側に面した表面に適用されている。建築壁体は、反対側に面して
いる主表面を有する断熱層を含んでいる。液体水透過性接着剤が、断熱層を建築壁体基材
の外側に面した表面に接着させるために断熱層の反対側に面している主表面の１つと隣接
して配置されている。スタッコラスが、液体水透過性接着剤に隣接している断熱層の表面
の反対側にある断熱層の表面に適用されている。少なくとも１つのスタッコ層が、スタッ
コラスに適用されている。
【００２０】
　建築壁体基材は、建築および建設業界において知られておりかつ使用されているあらゆ
る建築壁体基材を含んでいてもよい。建築壁体基材は、枠組壁（木製および金属で枠組み
された壁を含む）、合板シージング、セメントボード、石膏ボード、延伸ストランドボー
ド、ウェハボード、ファイバーボード、打設コンクリート壁体、コンクリートブロック、
金属ラスおよび非金属ラスから選択されていてもよいが、これらに制限されるものではな
い。
【００２１】
　外装仕上げシステムおよび建築壁体中に使用される断熱層は、一般的には、建築基準で
許容されている断熱性の値を有する高分子材料を有している。本発明の１つの実施形態に
おいて、ポリマー断熱層は、ポリマー断熱ボードを有している。ポリマー断熱ボードは、
実質的に硬質の発泡ポリスチレンボードを有していてもよい。適切なポリスチレン断熱ボ
ードは、アトラス・ルーフィング社の一部門であるファルコン・フォーム（バイロン　セ
ンター、ミシガン、ＵＳＡ）から「Ｆａｌｃｏｎ　Ｆｏａｍ　ＥＩＦＳ　Ｃｏｍｐｌｉａ
ｎｔ　Ｂｏａｒｄ」の商品名で市販されている。
【００２２】
　液体水透過性接着剤層は、断熱層を、耐水バリア層を有する建築壁体基材の外側に面し
た表面と接着させるために、建築壁体基材と断熱層の内側に面した表面との間で使用され
る。接着剤材料は、空隙を有し、それは、外装仕上げ材または壁体を透過した付随的な水
分を、接着剤層を通じて重力により垂直に排出し、かつ建築壁体の底部にある意図的な水
抜き孔または溝を介して出ることを可能にする、１以上の排水路を作成する。建築壁体基
材の表面上で断熱層と仕上げ材料を接着し維持するために要求される接着能力をもたなけ
ればならないことと、付随的な水分を建築壁体中の水抜き孔または他の排出口で排出する
ための充分な排出性を有することを除いて、接着剤材料の性質は限定されない。
【００２３】
　本発明の１つの実施形態において、水透過性接着剤材料は、非セメント質ポリマー接着
剤材料を有していてもよい。非セメント質水透過性接着剤のポリマー成分は、例えば、再
分散性ポリマー材料、分散ポリマー材料、または反応性ポリマー材料を有していてもよい
。適切なポリマーは、アクリル系ポリマー、スチレン－アクリル系ポリマー、スチレン－
ブタジエンポリマー、ビニルアセテート、エチレンビニルアセテート、ポリウレタン、エ
ポキシなどを含んでいるが、これらに限定されるものではない。
【００２４】
　本発明の他の実施形態において、液体水透過性接着剤材料は、ポリマー改質セメント質
接着剤を有していてもよい。液体水透過性接着剤層は、セメント材料、骨材および添加剤
を含んだポリマー改質されたかた練り又は軟練りモルタルを有している。接着剤材料のポ
リマー成分は、１以上のポリマーを含んでいてもよい。骨材は、砂および軽量充填剤から
選択されていてもよく、これらに限定されるものではない。本願で使用される場合、セメ
ントの用語は、水硬セメントを指す。水硬セメントは、水の存在下で凝結かつ硬化する材
料である。好適な水硬セメントの例は、ポルトランドセメント、メーソンリーセメント、
アルミナセメント、耐火セメント、アルミン酸カルシウムセメント、スルホアルミン酸カ
ルシウムセメント、高炉スラグ微粉末、天然セメント、およびそれらの混合物を含むが、
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これらに限定されるものではない。業界で使用される場合において、ポルトランドセメン
トとは、水硬性のケイ酸カルシウム、アルミン酸カルシウムおよびフェロアルミン酸カル
シウムを有するクリンカーを、インターグラウンド添加物（interground addition）とし
て１以上の形態のケイ酸カルシウムを用いて微粉砕することによって製造される水硬セメ
ントを意味する。ＡＳＴＭ　Ｃ１５０におけるポルトランドセメントは、タイプＩ、ＩＩ
、ＩＩＩ、ＩＶまたはＶとして分類されている。
【００２５】
　本発明の１つの実施形態において、水透過性接着剤に含まれている骨材は、液体水を通
過し得る、単一のまたは混合された粒度分布を有する。
【００２６】
　本発明のさらなる実施形態において、水透過性接着剤に含まれている骨材は、約０．２
ｍｍよりも大きい、単一のまたは混合された粒度分布を有していてもよい。
【００２７】
　本発明のさらなる実施形態において、水透過性接着剤に含まれている骨材は、約０．２
ｍｍ～約１０ｍｍの、単一のまたは混合された粒度分布を有していてもよい。
【００２８】
　本発明のさらなる実施形態において、水透過性接着剤に含まれている骨材は、約０．２
ｍｍ～約８ｍｍの、単一のまたは混合された粒度分布を有していてもよい。
【００２９】
　本発明のさらなる実施形態において、水透過性接着剤に含まれている骨材は、約０．２
ｍｍ～約５ｍｍの、単一のまたは混合された粒度分布を有していてもよい。
【００３０】
　水透過性接着剤配合物中に含まれていてもよい骨材は、有機骨材、無機骨材ならびに有
機および無機骨材の組み合わせ物を有していてもよい。水透過性接着剤に含まれていても
よい骨材は、１以上の有機骨材、１以上の無機骨材あるいは１以上の有機骨材と１以上の
無機骨材との組み合わせ物であってもよい。水透過性接着剤配合物中に含まれている骨材
は、外装仕上げシステムおよび壁体から水分を排出するのに十分な１以上の排水路を、接
着剤層内に作成できるべきである。また、骨材は、接着剤配合物のポリマー成分の接着力
を折喪するべきではない。無機骨材は、けい砂、ガラス微小球（固体の、中空の、または
充填された）、軽石、パーライトなどを含んでいてもよいが、これらは説明的なものであ
って、これらに限定されるものではない。有機骨材は、ポリスチレン、ポリウレタン、ポ
リオレフィン、例えば、ポリプロピレン、ゴム粒子などを有していてもよいが、これらは
説明的なものであって、これらに限定されるものではない。本発明の１つの実施形態にお
いて、有機骨材は、ポリスチレンまたはポリウレタンビーズあるいは球体、例えば、発砲
ポリスチレンまたはポリウレタンビーズを有していてもよい。
【００３１】
　本発明の１つの実施形態において、ポリマーベースの水透過性接着剤配合物は、約４０
～約９０質量％のポリマー成分、約０．２～約４５質量％の少なくとも１つの骨材成分お
よび０～約１５質量％の他の添加剤を有していてもよい。
【００３２】
　ポリマーベースの水透過性接着剤配合物は、ポリオールおよびイソシアネートから製造
されていてもよいが、これに限定されるものではない。本発明の１つの実施形態において
、ポリマーベースの水透過性接着剤は、例えば、ポリオールプレポリマーおよびメチレン
ジフェニルジイソシアネート（ＭＤＩ）から製造され、それらは、熱可塑性ポリウレタン
またはポリスチレンビーズなどの骨材と一緒に混合される。
【００３３】
　本発明の１つの実施形態において、ポリマー改質セメント質水透過性接着剤配合物は、
約３２～約７０質量％の少なくとも１つのセメント質用材成分、約５～約３０質量％のポ
リマー成分、約０．３～約３２質量％の少なくとも１つの骨材成分、０～約１５質量％の
他の添加剤および０～約３０質量％の水を有していてもよい。
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【００３４】
　本発明の１つの実施形態において、ポリマー改質セメント質水透過性接着剤配合物は、
ポルトランドセメント、スルホアルミン酸カルシウムセメント、アクリル系ポリマー分散
液、および熱可塑性ポリウレタンビーズを有していてもよい。さらなる実施形態において
、ポリマー改質セメント質水透過性接着剤配合物は、ポルトランドセメント、アクリル系
ポリマー分散液、および熱可塑性ポリウレタンビーズを含んでいてもよい。
【００３５】
　外装仕上げシステムのために接着剤配合物中に通常含まれている他の添加剤は、水透過
性接着剤配合物中に含まれていてもよい。増量剤、分散剤、空気連行剤、触媒、繊維、遅
延剤、促進剤、増粘剤、脱泡剤、充填剤（不活性および／または反応性）、レオロジー改
質剤、チキソトロープ剤、着色剤などが、水透過性接着剤配合物中に含まれていてもよい
が、これらは説明的なものであって、これらに限定されるものではない。
【００３６】
　外装仕上げシステムの適用の前に、適切な耐水バリアは、建築壁体基材の外側に面した
表面に現場または工場で適用されていてもよい。耐水バリアは、建築、建設および修復に
おいて使用される通常の耐水バリアを含んでいてもよい。１つの実施形態において、耐水
バリアは、周知かつ業界で許容されているシート材料、あるいは水の透過に耐性を有しか
つそれにより水蒸気の透過を調整する工場で適用された材料を含んでいてもよい。好適な
シート材料の例は、ＢＡＳＦ・コンストラクション　ケミカルズ　ＬＬＣ社のウォールシ
ステムズ（Wall Systems）（ジャクソンヴィル、ＦＬ、ＵＳＡ）から市販される「ＳＥＮ
ＥＲＦＬＡＳＨ」を含むが、これに限定されるものではない。好適な工場で適用される材
料の例は、Huber Engineered Woods社（シャーロット、ＮＣ、ＵＳＡ）から市販されてい
る「Ｚｉｐ　Ｓｙｓｔｅｍ」を含んでいるが、これに限定されるものではない。
【００３７】
　さらに好適な、ローラー、スプレーまたはコテで適用される第２の耐水バリアは、ＢＡ
ＳＦ・コンストラクション　ケミカルズ社のウォールシステムズ（ジャクソンヴィル、フ
ロリダ）から「ＥＮＥＲＳＨＩＥＬＤ」、「ＳＥＮＥＲＳＨＩＥＬＤ」、「ＳＥＮＥＲＳ
ＨＩＥＬＤ－Ｒ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＰ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＰ　ＲＡ」、「ＡＣＲＯＳ
ＴＯＰ　Ｒ」、「ＡＣＲＯＳＴＯＰ　Ｔ」、「ＳＯＮＯＷＡＬＬ　ＦＴ－Ｔ」、および「
ＳＯＮＯＷＡＬＬ　ＦＴＲ」の商品名で市販されているそれらの水バリア材料を含有して
いてもよいが、これらに限定されるものではない。「ＳＥＮＥＲＳＨＩＥＬＤ」、「ＦＩ
ＮＥＳＴＯＰ」、「ＡＣＲＯＳＴＯＰ　Ｔ」および「ＳＯＮＯＷＡＬＬ　ＦＴ－Ｔ」は、
１００％アクリルベースの、繊維強化された耐水バリア材料である。「ＳＥＮＥＲＳＨＩ
ＥＬＤ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＰ」、「ＳＯＮＯＷＡＬＬ　ＦＴ－Ｔ」および「ＡＣＲＯＳ
ＴＯＰ　Ｔ」は、ポルトランドセメントが混合されているこて塗りされる連続膜である。
「ＳＥＮＥＲＳＨＩＥＬＤ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＰ」、「ＳＯＮＯＷＡＬＬ　ＦＴ－Ｔ」
および「ＡＣＲＯＳＴＯＰ　Ｔ」は、石膏シージング、セメントボード、打設コンクリー
ト基材、ブロックなどに直接適用することが好適である。「ＳＥＮＥＲＳＨＩＥＬＤ－Ｒ
」、「ＦＩＮＥＳＴＯＰ　ＲＡ」、「ＡＣＲＯＳＴＯＰ　Ｒ」および「ＳＯＮＯＷＡＬＬ
　ＦＴＲ」は、フレキシブルな、アクリル系液状コーティング材料である。「ＳＥＮＥＲ
ＳＨＩＥＬＤ－Ｒ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＰ　ＲＡ」、「ＡＣＲＯＳＴＯＰ　Ｒ」および「
ＳＯＮＯＷＡＬＬ　ＦＴＲ」は、合板シージング、セメントボード、石膏シージング、延
伸ストランドボード、打設コンクリート基材、ブロックなどの広く様々な認可されている
建築壁体基材への直接的な適用に好適である、ブラシ、ローラーまたはスプレー適用され
る連続膜を提供する。
【００３８】
　本発明の実施形態において、外装仕上げ材料は、湿式外断熱システムを有する。建築お
よび建設業界において広く知られているように、湿式外断熱システム（ＥＩＦＳ）は、断
熱層、１以上のベースコート層、補強層および１以上のフィニッシュコート層を含有して
いる。断熱層は、水透過性接着剤配合物を用いて耐水バリアに固着され、湿式外断熱材料
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は、その断熱層の反対の表面に適用されている。湿式外断熱材料は、断熱層一面に適用さ
れる少なくとも１つのベースコート、ベースコート層中に少なくとも部分的に埋め込まれ
ている１もしくは複数の補強メッシュ層、ならびにベースコートおよび補強メッシュ層一
面に適用されている少なくとも１つのフィニッシュコート層を有している。
【００３９】
　湿式外断熱システムのベースコート層は、一般的には、断熱層の外側の表面に接着する
ポリマー改質セメント質配合物である。ベースコート層は、補強メッシュ層を支持するこ
とが可能であり、さらに、フィニッシュコート層を支持している。湿式外断熱システムに
使用する好適なベースコートは、ＢＡＳＦ・コンストラクション　ケミカルズ社のウォー
ルシステムズ（ジャクソンヴィル、ＦＬ、ＵＳＡ）から「Ａｌｐｈａ　Ｂａｓｅ　Ｃｏａ
ｔ」および「Ａｌｐｈａ　Ｄｒｙ　Ｂａｓｅ　Ｃｏａｔ」の商品名で市販されているベー
スコートを含有しているが、これらに限定されるものではない。「Ａｌｐｈａ　Ｂａｓｅ
　Ｃｏａｔ」は、水ベースで、接着特性を有する１００％アクリル系ベースコートである
。「Ａｌｐｈａ　Ｂａｓｅ　Ｃｏａｔ」は、典型的には、タイプＩまたはＩＩのポルトラ
ンドセメントと現場混合され、こて塗り可能なベースコートが作成される。「Ａｌｐｈａ
　Ｄｒｙ　Ｂａｓｅ　Ｃｏａｔ」は、ポルトランドセメント含有ドライミックスポリマー
ベースコートである。「Ａｌｐｈａ　Ｄｒｙ　Ｂａｓｅ　Ｃｏａｔ」は、水と現場混合さ
れて、こて塗り可能なベースコートが作成される。他の好適なＥＩＦＳベースコートは、
ＢＡＳＦ・コンストラクション　ケミカルズ社のウォールシステムズから「ＳＥＮＥＲＧ
Ｙ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｂａｓｅ　Ｃｏａｔ」、「ＳＥＮＥＲＧＹ　ＡＬＰＨＡ　ＧＥＮ
ＩＥ」、「ＳＥＮＥＲＧＹ　ＮＣＩＩ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＮＥ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ／ｂ
ａｓｅ　ｃｏａｔ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＮＥ　Ａ／ＢＣ　１－Ｓｔｅｐ」、「ＦＩＮＥＳ
ＴＯＮＥ　Ｑｕｉｃｋ　Ｂａｓｅ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＮＥ　ＦＩＮＥＧＵＡＲＤ」、「
ＦＩＮＥＳＴＯＮＥ　ＦＩＮＥＢＵＩＬＤ」、「ＳＯＮＯＷＡＬＬ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　
Ｇｒｏｕｎｄ　Ｃｏａｔ」、「ＳＯＮＯＷＡＬＬ　ＰｒｉｍａＣｏａｔ」、「ＳＯＮＯＷ
ＡＬＬ　Ａｃｒｙｌｉｃ　Ｂａｓｅ　Ｃｏａｔ」、「ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＤＲ
Ｙ　Ｂａｓｅ　Ｃｏａｔ」、「ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＢＡＳＥ　９０」、「ＡＣ
ＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＢＡＳＥ　６０」、「ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＢＡＳＥ
　ＨＢ」、「ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＤＲＹ　Ｓ　Ｂａｓｅ　Ｃｏａｔ」、「ＡＣ
ＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＢＡＳＥ　ＮＣ」、および「ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＴ
ＩＴＥ　Ｂａｓｅ　Ｃｏａｔ」の商品名で市販されている。
【００４０】
　補強層は、補強織物および補強メッシュから選択されていてもよいが、これらに限定さ
れるものではない。補強メッシュは、典型的には、織られたまたは編まれたメッシュであ
る。補強メッシュの繊維は、有機または無機繊維を含んでいてもよい。補強メッシュの製
造に使用される繊維の型の唯一の実用制限は、補強メッシュがベースコート中に埋め込み
可能であり、湿式外断熱システムのフィニッシュコート層を支持するのに十分な強度を有
し、かつベースコートおよびフィニッシュコートに対し、化学的耐性があるかまたは不活
性であることである。本発明の１つの実施形態において、湿式外断熱システムの補強メッ
シュは、織られたガラスファイバーメッシュである。好適な補強メッシュは、ＢＡＳＦ・
コンストラクション　ケミカルズ社のウォールシステムズから「ＳＥＮＥＲＧＹ」の商品
名で市販されている。「ＳＥＮＥＲＧＹ」の補強メッシュは、整った、目の粗いガラスフ
ァイバーメッシュを有している。その補強メッシュは、ＥＩＦＳベースコート配合物との
適合性のための耐アルカリに処理される多条より糸（twisted multi-end strands）を有
している。他の好適な補強メッシュは、ＢＡＳＦ・コンストラクション　ケミカルズ社の
ウォールシステムズ（ジャクソンヴィル、フロリダ、ＵＳＡ）から「ＦＩＮＥＳＴＯＮＥ
」、「ＳＯＮＯＷＡＬＬ」および「ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ」の商品名で市販されている。
【００４１】
　好適なＥＩＦＳフィニッシュコートは、ＢＡＳＦ・コンストラクション　ケミカルズ社
のウォールシステムズから「ＳＥＮＥＲＧＹ　ＳＥＮＥＲＦＬＥＸ」、「ＳＥＮＥＲＧＹ
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　ＳＩＬＣＯＡＴ」、「ＳＥＮＥＲＧＹ　ＳＥＮＥＲＬＡＳＴＩＣ」、「ＳＥＮＥＲＧＹ
　ＳＥＮＥＲＬＡＳＴＩＣ　Ｐｌｕｓ　Ｆｉｎｉｓｈ」、「ＳＥＮＥＲＧＹ　ＳＥＮＥＲ
ＬＡＳＴＩＣ　Ｐｌｕｓ　Ｃｏａｔｉｎｇ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＮＥ　ＰＥＢＢＥＬＴＥ
Ｘ　Ｆｉｎｉｓｈｅｓ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＮＥ　ＦＩＮＥＭＩＳＴ」、「ＦＩＮＥＳＴ
ＯＮＥ　ＭＩＣＡＭＩＳＴ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＮＥ　ＭＩＣＡＬＵＸ」、「ＦＩＮＥＳ
ＴＯＮＥ　ＣＯＲＯＮＡＭＩＳＴ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＮＥ　ＡＮＴＩＣＯＧＬＡＺＥ」
、「ＦＩＮＥＳＴＯＮＥ　ＡＧＧＲＥＬＡＳＴＩＣ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＮＥ　ＳＡＮＤ
ＳＰＲＡＹ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＮＥ　Ｔｏｐ　Ｃｏａｔ」、「ＦＩＮＥＳＴＯＮＥ　Ｆ
ＩＮＥＬＡＳＴＩＣ」、「ＳＯＮＯＷＡＬＬ　ＡＮＴＩＣＯＧＬＡＺＥ」、「ＳＯＮＯＷ
ＡＬＬ　ＳＴＵＣＣＯＴＥＸ」、「ＳＯＮＯＷＡＬＬ　ＳＴＵＣＣＯＬＡＳＴ」、「ＳＯ
ＮＯＷＡＬＬ　ＳＴＵＣＣＯＴＥＸ　ＳＴＯＮＥ」、「ＳＯＮＯＷＡＬＬ　ＳＴＵＣＣＯ
ＴＥＸ　ＢＥＡＤ」、「ＳＯＮＯＷＡＬＬ　ＳＴＵＣＣＯＴＥＸ　ＭＩＣＡ」、「ＳＯＮ
ＯＷＡＬＬ　ＭＥＴＡＬＬＩＣ」、「ＳＯＮＯＷＡＬＬ　ＳＴＵＣＣＯＷＡＬＬ　ＣＯＡ
Ｔ」、「ＳＯＮＯＷＡＬＬ　ＳＴＵＣＣＯＬＡＳＴ　ＣＯＡＴ」、「ＳＯＮＯＷＡＬＬ　
ＳＴＵＣＣＯＴＥＸ　ＣＯＡＴ」、「ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＴＥＸＳＩＬ」、「
ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＮＴＩＣＯＧＬＡＺＥ」、「ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＴＥ
Ｘ　Ｆｉｎｉｓｈ」、「ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＦＬＥＸ　ＩＩ　Ｆｉｎｉｓｈ」
、「ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＦＬＥＸＳＩＬ　Ｆｉｎｉｓｈ」、「ＡＣＲＯＣＲＥ
ＴＥ　ＡＣＲＯＣＯＡＴ」、「ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＣＯＴＥ　Ｔ」、「ＡＣＲ
ＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＴＥＳＩＬ」、「ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＴＥＳＩＬ　Ｔ
」、「ＡＣＲＯＣＲＥＴＥ　ＡＣＲＯＬＡＳＴＩＣ　Ｃｏａｔｉｎｇ」、「ＡＣＲＯＣＲ
ＥＴＥ　ＡＣＲＯＬＡＳＴＩＣＳＩＬ　Ｃｏａｔｉｎｇ」および「ＭＥＴＡＬＬＩＣ　Ａ
ＣＲＯＣＲＥＴＥ」の商品名で市販されているが、これらに限定されるものではない。
【００４２】
　液状で適用された（すなわち、ブラシ、ローラー、スプレー、コテで適用された）耐水
コーティング膜は、接着適用されるＥＩＦＳと供に広く使用されている一方、耐水バリア
は、水の透過に耐性を有し、それゆえ水蒸気の透過を調整する周知かつ業界で認知されて
いる建築用防水紙またはタールペーパーを代替的に有していてもよい。当業界において周
知である好適な耐候バリアの例は、ネバダ州のＩｎｃｌｉｎｅ　ＶｉｌａｇｅのＦｏｒｔ
ｉｆｉｂｅｒ（登録商標）社から製造されている「Ｊｕｍｂｏ　Ｔｅｘ（登録商標）　Ｖ
ａｐｏｒ　Ｐｅｒｍｅａｂｌｅ　Ｗｅａｔｈｅｒ　Ｒｅｓｉｓｔｉｖｅ　Ｂａｒｒｉｅｒ
」であり、他の同様の建築用防水紙が、関連する業界で周知かつ使用されているが、これ
らに限定されるものではない。
【００４３】
　本発明の他の実施形態において、耐水バリアは、ポリマーシート材料を有していてもよ
い。耐水バリアは、ポリオレフィンファイバーのようなポリマーファイバーの非織物シー
トから構成されていてもよい。耐水バリアの製造において有用であるポリオレフィンファ
イバーは、ポリプロピレンファイバーおよび高密度ポリエチレンファイバーから選択され
ていてもよいが、これらに限定されるものではない。有用な耐水バリアは、スパンボンド
された（Spun-bonded）高密度ポリエチレンファイバーの非織物シートを有している。ス
パンボンドされた高密度ポリエチレンファイバーの非織物シートは、イー・アイ・デュポ
ン・ド・ ヌムール・アンド・カンパニー（ウィルミントン、デラウェア州）から「Ｔｙ
ｖｅｋ（登録商標）ＨｏｍｅＷｒａｐ（登録商標）」、「Ｔｙｖｅｋ（登録商標）Ｓｔｕ
ｃｃｏＷｒａｐ（登録商標）」および「Ｔｙｖｅｋ（登録商標）ＣｏｍｍｅｒｃｉａｌＷ
ｒａｐ（登録商標）」の商品名で市販されている。非織物構造は、水分および空気浸透に
対して優れた耐性を与える。さらに、非織物構造は、優れた強度および引裂抵抗を有する
。
【００４４】
　また、建築壁体を仕上げる方法が提供される。建築壁体を仕上げる方法は、耐水バリア
層と断熱層の内側に面した表面との間に水透過性接着剤材料を配置する工程を含んでいる
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。水透過性接着剤材料は、液体水透過性接着剤層を、耐水バリア被覆された建築壁体基材
と断熱層のいずれかまたは両方の表面に適用することによって、耐水バリア層と断熱層と
の間に配置されていてもよい。水透過性接着剤は、バリア被覆されている建築壁体基材お
よび／または断熱層に連続したコーティングとして適用されていてもよい。他方で、水透
過性接着剤は、１以上の別の様式においてバリア被覆されている建築壁体基材および／ま
たは断熱層に適用されていてもよい。断熱層は、断熱層を耐水バリア被覆された建築壁体
基材に接着させるためにバリア被覆された建築壁体の外側に面した表面に接触される。断
熱層が耐水バリアに隣接している場合、水透過性接着剤は、被覆された建築壁体基材と断
熱層との間に配置される。装飾的で保護的な仕上げ層は、その断熱層の外側に面した表面
に適用される。
【００４５】
　湿式外断熱システムおよび建築壁体の実施形態は、目下、図１の態様との関連において
より詳細に明らかになるだろう。なお、湿式外断熱システムおよび建築壁体は、図１に示
されている実施形態に限定されることを意図するものではない。
【００４６】
　図１において、湿式外断熱システム２０を含む建築壁体１０が示されている。図１に示
されているように、建築壁体１０は、典型的な２×４枠組構造物であってもよいが、他の
構造物技術および構成も、湿式外断熱システム２０のために同様に適切な環境である。建
築壁体１０は、一般的には枠３０、シージング材料３６のような基材および湿式外断熱シ
ステム２０から構成されている。枠３０は、典型的には、２’’×４’’の呼称寸法を有
する木材または鋼の部材である複数のスタッド３２を含んでいる。スタッド３２は、垂直
に配向されかつ平行であり、かつ典型的には１６’’または２４’’の間隔で離れて配置
されるが、これらの寸法は単なる例に過ぎない。典型的には、スタッド３２はそれぞれプ
レート３４の上端に固定して取り付けられており、プレート３４は、典型的にはスタッド
３２に対して同様の寸法の部材であってかつ水平に配向され、壁体１０中の複数の垂直ス
タッド３２は、１つのプレート３４に固定して取り付けられる。スタッド３２は、通常、
釘および／またはネジ（図示されていない）のような機械的締結具によってプレート３４
に固定して取り付けられる。また、典型的には、スタッド３２はプレート３４と同様の構
造の下土台プレートにそれぞれ取り付けられている。
【００４７】
　湿式外断熱システム２０は、硬質の発泡ポリスチレン断熱ボード２２を含んでいる。ベ
ースコート２４は、断熱ボード２２の外側に面した表面に適用されている。織物ガラスフ
ァイバーの補強メッシュ２６は、ＥＩＦＳベースコート２２内に埋め込まれている。ＥＩ
ＦＳフィニッシュコート２８は、美的で保護的な仕上りにするため、予め適用されている
構成要素一面に適用される。液体水透過性接着剤層４０は、耐水バリアが被覆された基材
シージング３６と断熱層２２との間に配置される。
【００４８】
　実施例
　以下の実施例は、より詳細に本発明の水透過性接着剤の実施形態を説明し、かつ外装仕
上げシステムおよび建築壁体中の水透過性接着剤の使用を明らかにするために示される。
以下の実施例は、本発明の範囲を限定させるものではない。
【００４９】
　外装仕上げシステムのための水透過性接着剤の様々な例を、水にさらした後の排出能力
および建築壁体基材への接着力について評価した。排出能力および接着力の評価方法は、
以下に明らかにされる。
【００５０】
　排出特性
　水透過性接着剤の排出特性を測定するために、約１／４インチの接着剤の固体層を発泡
ポリスチレン（ＥＰＳ）断熱ボートの１表面に適用し、その後、それを被覆された壁体基
材の作用面に接着させることによって、試験パネルを作成する。ＥＰＳボードを壁体基材
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に接着させた後１日目に、硬化したパネルの初期の重さを測る。５０４グラムの水を、パ
ネルの頂部を通じ６０分間にわたり導入させ、試験パネルの下に配置されている受け皿に
集める。６０分経過時、試験パネルを５分間排出させて、その後パネルの底部および頂部
を拭き取り、乾燥させ、最終的な重さを測って、排出の割合を計算する。排出値が９０％
またはそれより大きい場合、その接着剤は、透過性があるとみなされる。
【００５１】
　接着特性
　接着剤の初期の接着力を測定するため、ＥＰＳボードを、前記排出試験後に基材から手
動で切り離して試験する。ＥＰＳボードの大部分が、被覆させた基材との結合を残してい
る場合、接着力は許容範囲であると判断される。強度の発生により時間のかかるセメント
ベースの接着剤の場合、接着力が、ＢＡＳＦ・コンストラクション　ケミカルズ社から「
Ａｌｐｈａ　Ｂａｓｅｃｏａｔ　ａｄｈｅｓｉｖｅ」の商品名で市販されているセメント
ベースの対照試料に匹敵するのであれば、接着力は、許容範囲であると判断される。
【００５２】
　実施例１
　ポリオールおよびＭＤＩからなるプレポリマー１００グラムを、約４ｍｍの大きさの熱
可塑性ポリウレタンビーズ３５グラムと混合し、水透過性接着剤配合物を製造する。この
水透過性接着剤配合物を１日間硬化させる。１日間の硬化後、接着剤配合物の排出試験を
実施した。この実施例においては、接着剤配合物を介して流れた水により９６％の排出性
が得られ、かつ接着剤は被覆された基材に結合したまま残っていた。
【００５３】
　実施例２
　ポリオールおよびＭＤＩからなるプレポリマー１００グラムを、約４ｍｍの大きさの熱
可塑性ポリウレタンビーズ５０グラムと混合し、水透過性接着剤配合物を製造する。この
水透過性接着剤配合物を１日間硬化させる。１日間の硬化後、接着剤配合物の排出試験を
実施した。この実施例においては、接着剤を介して流れた水により９８％の排出性が得ら
れ、かつ接着剤は被覆された基材に結合したまま残っていた。
【００５４】
　実施例３
　ポリオールおよびＭＤＩからなるプレポリマー１００グラムを、約４ｍｍの大きさの熱
可塑性ポリウレタンビーズ１０グラムと混合し、水透過性接着剤配合物を製造する。この
接着剤配合物を１日間硬化させ、その後、上述のような排出試験を実施した。この実施例
においては、接着剤を介して流れた水により９８％の排出性が得られ、かつ接着剤は被覆
された基材に結合したまま残っていた。
【００５５】
　実施例４
　ポリオールおよびＭＤＩからなるプレポリマー１００グラムを、約４～５ｍｍの大きさ
の発泡ポリスチレンビーズ１グラムと混合し、水透過性接着剤配合物を製造する。この接
着剤配合物を１日間硬化させ、その後、上述のような排出試験を実施した。この実施例に
おいては、接着剤を介して流れた水により９８％の排出性が得られ、かつ接着剤は被覆さ
れた基材に結合したまま残っていた。
【００５６】
　実施例５
　ポリオールおよびＭＤＩからなるプレポリマー１００グラムを、約４～５ｍｍの大きさ
の発泡ポリスチレンビーズ７グラムと混合し、水透過性接着剤配合物を製造する。この接
着剤配合物を１日間硬化させ、その後、上述のような排出試験を実施した。この実施例に
おいては、接着剤を介して流れた水により９７％の排出性が得られ、かつ接着剤は被覆さ
れた基材に結合したまま残っていた。
【００５７】
　実施例６
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　ポリウレタン接着剤２５０グラムを、約４～５ｍｍの大きさの発泡ポリスチレンビーズ
１グラムと混ぜて、水透過性接着剤配合物を製造する。この接着剤配合物を１日間硬化さ
せ、その後、上述のような排出試験を実施した。この実施例においては、接着剤を介して
流れた水により９８％の排出性が得られ、かつ接着剤は被覆された基材に結合したまま残
っていた。
【００５８】
　実施例７
　ポルトランドセメント１８９グラム、スルホアルミン酸カルシウム（ＣＳＡ）セメント
３３グラム、アクリル系ポリマー分散液５３グラム、水５３グラムを、約４ｍｍの大きさ
の熱可塑性ポリウレタンビーズ８０グラムと混ぜて、水透過性接着剤配合物を製造する。
この接着剤配合物を１日間硬化させ、その後、上述のような排出試験を実施した。この実
施例においては、接着剤を介して流れた水により９５％の排出性が得られ、かつ接着力は
「Ａｌｐｈａ　Ｂａｓｅｃｏａｔ」に匹敵するものであった。
【００５９】
　実施例８
　ポルトランドセメント２２２グラム、アクリル系ポリマー分散液５３グラム、水５３グ
ラムを、約４ｍｍの大きさの熱可塑性ポリウレタンビーズ８０グラムと混ぜて、水透過性
接着剤配合物を製造する。この接着剤配合物を１日間硬化させ、その後、上述のような排
出試験を実施した。この実施例においては、接着剤を介して流れた水により９６％の排出
性が得られ、かつ接着力は「Ａｌｐｈａ　Ｂａｓｅｃｏａｔ」に匹敵するものであった。
【００６０】
　湿式外断熱システムおよび建築壁体を、特定の実施形態に関して上記したが、他の実施
形態を用いてもよく、あるいはこれらの形態から外れずに同様の作用を奏するために上述
した実施形態に対し修正および付加がされていてもよい。さらに、全ての開示された実施
形態は必ずしも択一的であるわけではなく、様々な実施形態が、所望の特性を得るために
組み合わされていてもよい。このような組み合わせのバリエーションは、当業者であれば
、本発明の湿式外断熱システムおよび建築壁体に関する概念および範囲から逸脱しないで
作ることは可能である。したがって、本願の開示は、いかなる１つの実施形態に限定され
るべきものではなく、むしろ、特許請求の範囲の詳述に関する幅および範囲内で解釈され
る。
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